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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板、
　前記基板の上にマトリックス状に形成された複数の画素から成り、隣接する第１の画素
行と第２の画素行とを含む画素マトリックス、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第１のゲート線、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかと、前記第２の画素行に含まれる画素のいずれかと、に接続されている第２
のゲート線、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第２の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第３のゲート線、
　前記第１のゲート線に接続される第１のゲート駆動部、
　前記第２のゲート線に接続される第２のゲート駆動部、及び、
　前記第３のゲート線に接続される第３のゲート駆動部、
を備え、
　前記第１ないし第３のゲート駆動部が、水平周期の2倍に等しい期間中に、ゲートオン
電圧を前記第１ないし第３のゲート線に順番に供給する、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１ないし第３のゲート駆動部が前記基板に集積化されている、請求項１に記載の
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液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１のゲート駆動部と前記第２のゲート駆動部とが前記画素マトリックスの行方向
で前記画素マトリックスを隔てて互いに対向している、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１ないし第３のゲート線のそれぞれに対するゲートオン電圧の印加期間が水平周
期の1／3倍～1倍ずつ互いに重なっている、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　基板、
　前記基板の上にマトリックス状に形成された複数の画素から成り、隣接する第１の画素
行と第２の画素行とを含む画素マトリックス、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第１のゲート線、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかと、前記第２の画素行に含まれる画素のいずれかと、に接続されている第２
のゲート線、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第２の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第３のゲート線、及び、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの列方向に延び、各画素にデータ電圧を供給する
第１のデータ線と第２のデータ線、
を備え、
　前記第１の画素行に含まれる３つの隣接する画素のうち、２つは前記第１のゲート線に
接続され、残り１つは前記第２のゲート線に接続され、
　前記第２の画素行に含まれる３つの隣接する画素のうち、１つは前記第２のゲート線に
接続され、残り２つは前記第３のゲート線に接続され、
　前記第１の画素行に含まれる３つの隣接する画素のうち、少なくとも１つは前記第１の
データ線に接続され、残りは前記第２のデータ線に接続されている、
液晶表示装置。
【請求項６】
　基板、
　前記基板の上にマトリックス状に形成された複数の画素から成り、隣接する第１の画素
行と第２の画素行とを含む画素マトリックス、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第１のゲート線、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかと、前記第２の画素行に含まれる画素のいずれかと、に接続されている第２
のゲート線、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第２の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第３のゲート線、及び、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの列方向に延び、各画素にデータ電圧を供給する
第１のデータ線と第２のデータ線、
を備え、
　前記第１の画素行に含まれる３つの隣接する画素のうち、少なくとも１つは前記第１の
データ線に接続され、残りは前記第２のデータ線に接続され、
　前記第２の画素行に含まれる３つの隣接する画素のうち、少なくとも１つは前記第２の
データ線に接続され、残りは前記第１のデータ線に接続されている、
液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１の画素行に含まれる３つの隣接する画素を、第１の画素、第２の画素、及び第
３の画素、とし、
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　前記第２の画素行に含まれる３つの隣接する画素であり、前記第１の画素、前記第２の
画素、及び前記第３の画素、のそれぞれに前記画素マトリックスの列方向で隣接する３つ
の画素を、第４の画素、第５の画素、及び第６の画素、とするとき、
　前記第１の画素は前記第１のデータ線に接続され、第２の画素は前記第２のデータ線に
接続され、前記第３の画素は前記第２のデータ線に接続され、
　前記第４の画素は前記第１のデータ線に接続され、前記第５の画素は前記第１のデータ
線に接続され、前記第６の画素は前記第２のデータ線に接続されている、
請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１の画素行に含まれる３つの隣接する画素を、第１の画素、第２の画素、及び第
３の画素、とし、
　前記第２の画素行に含まれる３つの隣接する画素であり、前記第１の画素、前記第２の
画素、及び前記第３の画素、のそれぞれに前記画素マトリックスの列方向で隣接する３つ
の画素を、第４の画素、第５の画素、及び第６の画素、とするとき、
　前記第１の画素は前記第２のデータ線に接続され、前記第２の画素は前記第１のデータ
線に接続され、前記第３の画素は前記第２のデータ線に接続され、
　前記第４の画素は前記第１のデータ線に接続され、前記第５の画素は前記第２のデータ
線に接続され、前記第６の画素は前記第１のデータ線に接続されている、
請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１の画素行と前記第２の画素行とのそれぞれに含まれる３つの隣接する画素が、
赤色画素、緑色画素、及び青色画素からなる請求項５または６に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　基板、
　前記基板の上にマトリックス状に形成された複数の画素からなり、隣接する第１の画素
行と第２の画素行とを含む画素マトリックス、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第１のゲート線、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第１の画素行に含まれる画
素のいずれかと、前記第２の画素行に含まれる画素のいずれかとに接続されている第２の
ゲート線及び、
　前記基板の上で前記画素マトリックスの行方向に延び、前記第２の画素行に含まれる画
素のいずれかに接続されている第３のゲート線を備えている液晶表示装置を駆動する方法
であり、
　ゲートオン電圧を、水平周期の２倍に等しい期間中に、前記第１ないし第３のゲート線
に対して順番に印加する段階を含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記第１ないし第３のゲート線のそれぞれに対し、短くとも水平周期の２／３倍に等し
い時間ずつゲートオン電圧を印加する請求項１０に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記第１ないし第３のゲート線のそれぞれに対するゲートオン電圧の印加期間を水平周
期の１／３倍～１倍ずつ互いに重ねる請求項１０に記載の液晶表示装置の駆動方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に液晶表示パネル上に形成された電極の構造及びその
駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（ＬＣＤ）は、従来のブラウン管（ＣＲＴ）より小型軽量化及び大画面化
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に優れている。それにより、液晶表示装置は特に、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
デジタルカメラ、ビデオカメラ等の携帯用電子機器に搭載されている。液晶表示装置はそ
の他に、デスクトップ型パソコンのモニターや大型の表示装置としても多用されている。
【０００３】
　液晶表示装置の各画素では、２つの電極が一定の間隔で対向し、それらの間に液晶層が
挟まれている。液晶表示装置は、それら２つの電極の間に電圧を印加して液晶層に電界を
生成し、更に、その電界の強度を画素ごとに調節し、液晶層を通過する光の量を画素ごと
に調節する。それにより、所望の画像が画面に表示される。
【０００４】
　液晶に対して一方向の電界が長時間印加されると、その液晶は劣化しやすい。その劣化
を防ぐために、液晶表示装置では、各画素の２つの電極間の電圧の極性を周期的に（好ま
しくはフレームごとに）反転させる。それにより、画質を長期間、一定のレベル以上に維
持している。しかし、上記の極性反転を全ての画素で共通に行えば、画面にちらつき（フ
リッカ）が生じる。そこで、２つの電極間の電圧の極性を更に、画素マトリックスの行、
若しくは列ごとに、または画素（ドット）ごとに反転させ、フリッカを抑えている（ライ
ン反転駆動、列反転駆動、ドット反転駆動）。
【特許文献１】特開2002－62852号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ライン反転駆動、列反転駆動、及びドット反転駆動のいずれでも、消費電力の更なる削
減が問題である。
　反転駆動には更に次のような問題がある。画素マトリックスの行方向や列方向で隣接す
る画素間には一般に、電極間の電圧のキックバックや、電極間の結合容量に差がある。そ
れらの差は、ライン反転駆動では画面上に縦縞状のムラを引き起こすおそれがあり、列反
転駆動では画面上に横縞状のムラを引き起こすおそれがある。それらのムラにより、液晶
表示装置の更なる高画質化が阻まれている。
　そこで、本発明は、反転駆動に伴う縦縞状または横縞状のムラを低減して更なる高画質
化を可能にし、かつ反転駆動に要する消費電力の更なる削減を可能にする液晶表示装置、
の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による液晶表示装置は、
　基板、
　その基板の上にマトリックス状に形成された複数の画素から成り、隣接する第１の画素
行と第２の画素行とを含む画素マトリックス、
　その基板の上で画素マトリックスの行方向に延び、第１の画素行に含まれる画素のいず
れかに接続されている第１のゲート線、
　その基板の上で画素マトリックスの行方向に延び、第１の画素行に含まれる画素のいず
れかと、第２の画素行に含まれる画素のいずれかと、に接続されている第２のゲート線、
及び、
　その基板の上で画素マトリックスの行方向に延び、第２の画素行に含まれる画素のいず
れかに接続されている第３のゲート線、を備えている。
【０００７】
　好ましくは、第１の画素行に含まれる３つの隣接する画素のうち、２つは第１のゲート
線に接続され、残り１つは第２のゲート線に接続されている。一方、第２の画素行に含ま
れる３つの隣接する画素のうち、１つは第２のゲート線に接続され、残り２つは第３のゲ
ート線に接続されている。ここで、それら３つの隣接する画素は好ましくは、赤色画素、
緑色画素、及び青色画素から成る。
【０００８】
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　好ましくは、水平周期の2倍に等しい期間中に、ゲートオン電圧が第１ないし第３のゲ
ート線に順番に供給される。更に好ましくは、第１ないし第３のゲート線のそれぞれに対
するゲートオン電圧の印加期間が水平周期の1／3倍～1倍ずつ重なっている。
【０００９】
　本発明による上記の液晶表示装置は好ましくは、
　基板の上で画素マトリックスの列方向に延び、各画素にデータ電圧を供給する第１のデ
ータ線と第２のデータ線、を更に備えている。その上、第１の画素行に含まれる３つの隣
接する画素のうち、少なくとも１つは第１のデータ線に接続され、残りは第２のデータ線
に接続されている。一方、第２の画素行に含まれる３つの隣接する画素のうち、少なくと
も１つは第２のデータ線に接続され、残りは第１のデータ線に接続されている。更に好ま
しくは、第１の画素行に含まれる３つの隣接する画素を、第１の画素、第２の画素、及び
第３の画素、とし、第２の画素行に含まれる３つの隣接する画素であり、第１の画素、第
２の画素、及び第３の画素、のそれぞれに画素マトリックスの列方向で隣接する３つの画
素を、第４の画素、第５の画素、及び第６の画素、とするとき、第１の画素は第１のデー
タ線に接続され、第２の画素は第２のデータ線に接続され、第３の画素は第２のデータ線
に接続され、第４の画素は第１のデータ線に接続され、第５の画素は第１のデータ線に接
続され、第６の画素は第２のデータ線に接続されている。その他に、第１の画素は第２の
データ線に接続され、第２の画素は第１のデータ線に接続され、第３の画素は第２のデー
タ線に接続され、第４の画素は第１のデータ線に接続され、第５の画素は第２のデータ線
に接続され、第６の画素は第１のデータ線に接続されていても良い。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による液晶表示装置では、隣接する２つの画素行ごとに３本のゲート線が設けら
れ、特にそのうちの１本が、各画素行に含まれる画素のいずれかに接続されている。すな
わち、隣接する２つの画素行ではいずれかの画素が同じゲート線に接続され、同じゲート
オン電圧で同時に駆動される。好ましくは、ゲートオン電圧が、隣接する２つの画素行の
一方に含まれる画素にのみ接続されたゲート線、各画素行に含まれる画素に接続されたゲ
ート線、及びそれら２つの画素行の他方に含まれる画素にのみ接続されたゲート線の順に
印加される。特に、各ゲート線に対するゲートオン電圧の印加期間が、水平周期の2／3倍
ずつに設定される。このように、隣接する２つの画素行の一方に対してのみゲートオン電
圧が印加される期間と、他方に対してのみゲートオン電圧が印加される期間との間に、各
画素行に含まれる画素に対してゲートオン電圧が同時に印加される期間が設けられている
。従って、本発明による液晶表示装置が反転駆動を行う場合、従来の表示装置での反転駆
動とは異なり、隣接する２つの画素行では一部の画素でキックバックが同時に生じる。そ
の結果、ライン反転駆動では画素マトリックスの列方向に延びる縞状のムラが低減し、列
反転駆動では画素マトリックスの行方向に延びる縞状のムラが低減する。それに加え、各
画素行に含まれる各画素に対し、極性の異なるデータ電圧を異なるタイミングで印加する
ことができる。それにより、画素間での画素電圧の差が抑えられるので、漏れ電流等に起
因する消費電力が削減される。
【００１１】
　更に好ましくは、上記３本のゲート線に対するゲートオン電圧の印加期間が互いに重ね
られている。それにより、各画素に対するデータ電圧の印加時間を十分に長く確保できる
。従って、データ電圧の印加開始から各画素の電極間電圧（画素電圧）が目標値に達する
までの時間を十分に確保したまま、各画素に含まれる維持キャパシタの容量を十分に大き
くできる。その結果、画素電圧に対するキックバックの影響を低減できる。こうして、上
記の縞状のムラを更に効果的に防ぐことができる。
【００１２】
　本発明による液晶表示装置はその他に、隣接する２つの画素行当たり３本のゲート線と
、隣接する３つの画素列当たり２本のデータ線とを用い、ドット反転駆動を実現できる。
従って、従来の表示装置でのドット反転駆動（特に、各画素行にゲート線が２本ずつ付設
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され、各画素列にデータ線が２本ずつ付設される場合）と比べ、ゲート線の総数を3／4倍
に削減でき、データ線の総数を1／3倍に削減できる。従って、本発明による液晶表示装置
では、表示パネル上の回路設計の柔軟性を更に高めることができ、且つ各画素の開口率を
更に高めることができる。また、ゲート線及びデータ線の各総数の削減により、それらの
駆動ＩＣの個数が削減可能であるので、液晶表示装置の製造コストを削減できる。その上
、駆動ＩＣの個数の減少に伴い、特にゲート線の駆動回路を集積化可能な表示パネル上の
面積が増大する。従って、表示パネル上に回路を集積化する工程では十分なマージンが確
保され得るので、その工程を更に簡単化でき、且つその工程の信頼性を更に向上できる。
【００１３】
　以上の通り、本発明による液晶表示装置は、ゲート線、データ線、及び画素の配置を工
夫することにより、反転駆動に起因する画素間での輝度のムラを防ぎ、更なる高画質化を
実現できる。更に、反転駆動に伴う消費電力を削減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付された図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明す
る。
　図1に示されているように、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置は、液晶表示
パネルアセンブリ300、ゲート駆動部400L、400R、データ駆動部500、階調電圧生成部800
、及び、信号制御部600を備えている。
【００１５】
　液晶表示パネルアセンブリ300は、複数の表示信号線D1～Dm、G1～Gnと、マトリックス
状に配列された複数の画素Pとを備えている。
　表示信号線は、ゲート信号（「走査信号」とも呼ばれる。）を供給する複数のゲート線
G1～Gnと、データ電圧を供給するデータ線D1～Dmと、を含む。ゲート線G1～Gnは、互いに
平行に、画素マトリックスの行方向に延びている。データ線D1～Dmは、互いに平行に、画
素マトリックスの列方向に延びている。
【００１６】
　各画素Pは、図2に示されているように、ゲート線の一つGi（i＝1、…、n）とデータ線
の一つDj（j＝1、…、m）とに接続されたスイッチング素子T、液晶キャパシタClc、及び
維持キャパシタCstを備えている。尚、維持キャパシタCstは必要に応じて省略可能である
。スイッチング素子Tは好ましくは下部表示パネル100に設けられた３端子素子である。ス
イッチング素子Tの制御端子はゲート線Giに接続され、入力端子はデータ線Djに接続され
、出力端子は液晶キャパシタClc及び維持キャパシタCstに接続されている。
【００１７】
　液晶キャパシタClcは、下部表示パネル100の画素電極190と上部表示パネル200の共通電
極270とを２つの端子として含む。更に、２つの電極190、270の間の液晶層3が誘電体とし
て機能する。画素電極190はスイッチング素子Tに接続され、スイッチング素子Tを通して
データ線Djからデータ電圧を受ける。共通電極270は上部表示パネル200の全面にわたって
形成され、外部から共通電圧Vcomを受ける。尚、図2とは異なり、共通電極270が下部表示
パネル100に設けられていても良い。その場合、両電極190、270は共に、線形または棒状
に形成される。
　維持キャパシタCstは、下部表示パネル100に設けられた別の信号線（維持電極線。図示
せず）と画素電極190との重なり部分から形成されている。尚、維持電極線に対しては、
共通電圧Vcomなどの所定の電圧が外部から印加される。
【００１８】
　カラー表示を実現する方式には、各画素に３原色のいずれか１色を表示させる空間分割
方式と、各画素に３原色の各色を時間的に交互に表示させる時間分割方式とが知られてい
る。３原色の空間的分布、または時間的な変化により、所望のカラー画像が画面に表示さ
れる。図2は空間分割方式の一例であり、各画素が、画素電極190と対応する上部表示パネ
ル200の領域にカラーフィルター230を備えている。尚、図2の構造の他に、カラーフィル
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ター230が下部表示パネル100の画素電極190の上または下に形成されていても良い。カラ
ーフィルター230の色は好ましくは、赤R、緑G、青Bのいずれかである。以下、各画素を、
それに含まれるカラーフィルター230の色別に、赤色画素、緑色画素、及び青色画素と称
する。
【００１９】
　２枚の表示パネル100、200の少なくとも一方の外面には偏光子（図示せず）が設けられ
ている。また、その偏光子と表示パネル100、200との間に補償板（図示せず）が設置され
、液晶層3の屈折率の異方性に起因する透過光の偏光状態の変動が補償されても良い。
　また、上部表示パネル200にはブラックマトリックスが形成され、画素間から漏れる光
を遮っていても良い。それにより、画面の視認性が高められている。
【００２０】
　階調電圧生成部800は複数の階調電圧を生成する。好ましくは階調電圧が２組生成され
、一方は共通電圧Vcomに対して正の値から成り、他方は負の値から成る。
　データ駆動部500は、信号制御部600、液晶表示パネルアセンブリ300のデータ線D1～Dm
、及び階調電圧生成部800に接続されている。データ駆動部500は、信号制御部600からの
映像データDATに基づいて階調電圧生成部800からの階調電圧のいずれかを選択し、選択さ
れた階調電圧をデータ電圧として、信号制御部600からのデータ制御信号CONT1の示すタイ
ミングで、目標のデータ線D1～Dmに対して印加する。
【００２１】
　一対のゲート駆動部400L、400Rは、画素マトリックスを隔てて液晶表示パネルアセンブ
リ300の両側に配置されている。尚、一対のゲート駆動部400L、400Rが液晶表示パネルア
センブリ300の同じ側に配置されていても良い。各ゲート駆動部400L、400Rは、信号制御
部600、液晶表示パネルアセンブリ300のゲート線G1～Gn、及び電源（図示せず）に接続さ
れている。ここで、隣接する３本のゲート線の各組G1～G3、…、Gn－2～Gnでは、両端の
２本G1、G3、…、Gn－2、Gnが第１のゲート駆動部400Lに接続され、真ん中の１本G2、…
、Gn－1が第２のゲート駆動部400Rに接続されている。その他に、第１のゲート駆動部400
Lが更に２つの駆動部（第１のゲート駆動部と第３のゲート駆動部）に分割され、第１の
ゲート駆動部にゲート線の各組の一本G1、…、Gn－2が接続され、第３のゲート駆動部に
ゲート線の各組の残りの一本G3、…、Gnが接続されていても良い。各ゲート駆動部400L、
400Rは、外部の電源からゲートオン電圧Von及びゲートオフ電圧Voffを受け、それらのい
ずれかをゲート信号として、信号制御部600からのゲート制御信号CONT2の示すタイミング
で、ゲート線G1～Gnに対して順番に印加する。
【００２２】
　ゲート駆動部400L、400R、及びデータ駆動部500は好ましくは複数のＩＣチップに集積
され、ＴＣＰ（tape carrier package）（図示せず）で液晶表示パネルアセンブリ300に
実装される。その他に、表示パネルのガラス基板の上に上記のチップが直接実装されてい
ても良い（ＣＯＧ（chip on glass））。更に、それらのチップと同等な回路が、各画素
の積層構造と一緒に、液晶表示パネルアセンブリ300に直接形成されていても良い。
【００２３】
　信号制御部600は、外部のグラフィックコントローラ（図示せず）から、入力映像信号R
、G、B、及び入力制御信号（例えば、垂直同期信号Vsync、水平同期信号Hsync、メインク
ロックCLK、データイネーブル信号DEなど）を受信する。信号制御部600は、受信された入
力映像信号R、G、Bを液晶表示パネルアセンブリ300の動作条件に合わせて適切に処理し、
映像データDATを生成する。ここで、入力映像信号R、G、Bの処理には、液晶表示パネルア
センブリ300の画素配列に合わせて入力映像信号R、G、Bを再配列する動作が含まれる。一
方、信号制御部600は入力制御信号に基づき、ゲート制御信号CONT1及びデータ制御信号CO
NT2などを生成する。ゲート制御信号CONT1はゲート駆動部400L、400Rに送られ、データ制
御信号CONT2はデータ駆動部500に送られる。ゲート制御信号CONT1は、ゲートオン電圧Von
の出力開始を指示する垂直同期開始信号、ゲートオン電圧Vonの出力時期を制御するゲー
トクロック信号、及びゲートオン電圧Vonの持続時間を限定する出力イネーブル信号など
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を含む。データ制御信号CONT2は、映像データDATの送信開始を知らせる水平同期開始信号
、データ線D1～Dmへのデータ電圧の印加を指示するロード信号、共通電圧Vcomに対するデ
ータ電圧の極性（以下、単にデータ電圧の極性と略す。）の反転を指示する反転信号、及
びデータクロック信号などを含む。
【００２４】
　以下では、ゲート線、データ線、及び画素の配置について図3を参照しながら説明する
。
　隣接する３本のゲート線の組G1～G3、G4～G6はそれぞれ、隣接する２つの画素行のそれ
ぞれに対応づけられている。各ゲート線は各画素行の間に配置され、各画素のスイッチン
グ素子（薄膜トランジスタ）Tに接続されている。一方、隣接する一対のデータ線D1とD2
、D3とD4、D5とD6はそれぞれ、隣接する３つの画素列のそれぞれに対応づけられている。
各データ線は各画素列の間に配置され、各画素の薄膜トランジスタTに接続されている。
【００２５】
　複数の画素は、行方向で隣接する３つの画素R、G、Bから成る画素群に分けられている
。好ましくは、それら３つの画素が、赤色画素R、緑色画素G、及び青色画素Bである。更
に好ましくは、各画素が同じ面積である。各画素群は更に列方向に揃えられ、上記一対の
データ線（D1とD2、D3とD4、D5とD6）の間に挟まれている。各画素群の外側の画素R、Bは
それぞれ、直近のデータ線に接続されている。各画素群の中心の画素Gは、画素行ごとに
反対側のデータ線に接続されている。図3では、隣接する２つの画素行のうち、上側の画
素行に含まれる各画素群の中心の画素Gは、その画素群を挟んで対向する一対のデータ線
のうち、右側の一つ（第２のデータ線D2、D4、D6）に接続されている。一方、下側の画素
行に含まれる各画素群の中心の画素Gは、上記一対のデータ線のうち、左側の一つ（第１
のデータ線D1、D3、D5）に接続されている。
【００２６】
　列方向で隣接する２つの画素群はそれぞれ、上記３本のゲート線のうち、外側の２本の
間（すなわち、第１のゲート線G1、G4と第３のゲート線G3、G6との間）に挟まれている。
更に、それら２つの画素群の間に、上記３本のゲート線の真ん中の１本（第２のゲート線
G2、G5）が延びている。図3では、第１のゲート線G1、G4は、直下の画素行に含まれる各
画素群の外側に位置する２つの画素（第１の画素R1、第３の画素B3）の各薄膜トランジス
タTに接続されている。第２のゲート線G2、G5は、上下２つの画素行のそれぞれに含まれ
る各画素群の真ん中に位置する画素（第２の画素G2、第５の画素G5）の薄膜トランジスタ
に接続されている。第３のゲート線G3、G6は、直上の画素行に含まれる各画素群の外側に
位置する２つの画素（第４の画素R4、第６の画素B6）に接続されている。
【００２７】
　このように、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置では、行方向で隣接する３つ
の画素R、G、Bが一つの画素群を構成し、列方向で隣接する２つの画素群（図3に示されて
いる点線で囲まれた部分）が一つのブロックを構成している。更に、合計で６つの画素R1
、G2、B3、R4、G5、B6から成るそのブロックが複数個、マトリックス状に配列されている
。
【００２８】
　尚、各ブロックに含まれる６つの画素と第１ないし第３のゲート線との間の接続、及び
、それら６つの画素と第１のデータ線または第２のデータ線との間の接続はその他にも変
更可能である。すなわち、第１のデータ線と第２のデータ線とのそれぞれに、各ブロック
に含まれる６つの画素が半分ずつ接続され、第１ないし第３のゲート線のそれぞれに1／3
ずつ接続されていれば良い。例えば、各ブロックに含まれる二つの画素群の真ん中の画素
（第２の画素と第５の画素）がそれぞれ、図3に示されているデータ線とは反対側のデー
タ線に接続されていても良い。すなわち、第２の画素G2が第１のデータ線D1に接続され、
第５の画素G5が第２のデータ線D2に接続されていても良い。
【００２９】
　上記の配置は、各画素列にデータ線を２本ずつ付設する従来の表示装置と比べ、データ
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線の総数を1／3に削減できる。その結果、データ駆動ＩＣの個数を削減できる。上記の配
置は更に、各画素行にゲート線を２本ずつ付設する従来の表示装置と比べ、ゲート線の総
数を3／4に削減できる。その結果、ゲート駆動ＩＣの個数を削減できる。データ線やゲー
ト線の総数の削減は更に、各画素の開口率を高める。一方、ゲート駆動回路（例えばシフ
トレジスタ）の面積が減る（特に第１のゲート駆動部400Lでは2／3に減る）ので、表示パ
ネル上ではゲート駆動回路領域のマージンが拡大可能である。
【００３０】
　以下、液晶表示パネルアセンブリに含まれる下部表示パネル100の構造の詳細について
図4、5を参照しながら説明する。
下部表示パネル100は薄膜トランジスタ表示パネルである。下部表示パネル100では、透明
なガラスなどの絶縁基板110の上にゲート線121a、121b、121cが形成されている。特に、
図4に示されている３本のゲート線121a、121b、121cが上記の第１ないし第３のゲート線
の組を構成している。尚、複数の維持電極線がゲート線と一緒に、絶縁基板110の上に形
成されていても良い。各ゲート線121a、121b、121cの一部は各画素の付近で列方向に突出
し、ゲート電極124を成す。
【００３１】
　ゲート線121a、121b、121cの上にはゲート絶縁膜140が形成されている。ゲート絶縁膜1
40は好ましくは酸化膜や窒化膜を含む。ゲート絶縁膜140の上には、シリコン膜を含む活
性層151が形成されている。活性層151の上には、シリサイド、または、不純物がドープさ
れたシリコン膜、を含むオーミックコンタクト層161が形成されている。
【００３２】
　オーミックコンタクト層161の上にはドレイン電極175とデータ線171a、171bとが形成さ
れている。各データ線171a、171bの一部は各画素の付近で行方向に延び、ソース電極174
を形成している。特に、図4に示されている２本のデータ線171a、171bが、上記の第１の
データ線と第２のデータ線との対を構成している。ソース電極174とドレイン電極175とは
、ゲート電極124の上方で、所定の距離を隔てて対向している。ゲート電極124、ソース電
極174、ドレイン電極175、及びそれらの間に挟まれた活性層151の部分が一つの薄膜トラ
ンジスタを構成し、上記のスイッチング素子Tとして利用される。その薄膜トランジスタ
のチャンネルは、ソース電極174とドレイン電極175との間に挟まれた活性層151の部分に
形成される。
【００３３】
　ゲート電極124、ソース電極174、及びドレイン電極175の上には保護膜180が形成されて
いる。各画素を覆う保護膜180の部分にはコンタクトホール181が形成され、そこからドレ
イン電極175が露出している。
　各画素を覆う保護膜180の上には画素電極190が一つずつ形成されている。画素電極190
は好ましくは、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）またはインジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）か
ら成る。画素電極190はコンタクトホール181を介してドレイン電極175と物理的・電気的
に接続されている。従って、薄膜トランジスタがターンオンするとき、画素電極190に対
してドレイン電極175からデータ電圧が印加される。そのとき、画素電極190と図2に示さ
れている共通電極270との間には電場が生成され、それにより、それら２つの電極190、27
0間に挟まれた液晶層3では液晶分子の配向方向が変化する。
　画素電極190の上には更に配向膜（図示せず）が塗布されている。
【００３４】
　尚、ゲート線121a、121b、121c、データ線171a、171b、ソース電極174、及びドレイン
電極175は好ましくは、Cr、Mo、W、Cr／Al、Cu、Al（Nd）、Mo／Al、Mo／Al（Nd）、及び
Cr／Al（Nd）の少なくともいずれかを含む。
【００３５】
　図1に示されている液晶表示装置は以下のように動作する。
　まず、信号制御部600が、外部のグラフィックコントローラ（図示せず）から入力映像
信号R、G、B及び入力制御信号を受信する。信号制御部600は入力映像信号R、G、Bを映像
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データDATに変換し、ゲート制御信号CONT1及びデータ制御信号CONT2を生成する。映像デ
ータDATとゲート制御信号CONT1とはゲート駆動部400L、400Rに送られ、データ制御信号CO
NT2はデータ駆動部500に送られる。
【００３６】
　データ駆動部500はデータ制御信号CONT2に従い、各画素行に対する映像データDATを半
分ずつ順番に受信する。データ駆動部500は続いて、階調電圧生成部800により生成された
階調電圧の中から、映像データDATに対応する階調電圧を選択し、データ電圧として目標
のデータ線D1－Dmに対し、データ制御信号CONT2の示すタイミングで印加する。
【００３７】
　ゲート駆動部400L、400Rはゲート制御信号CONT1に従い、ゲートオン電圧Vonをゲート線
G1～Gnに対して順番に印加する。それにより、各ゲート線G1～Gnに接続されたスイッチン
グ素子Tがターンオンする。更に、そのスイッチング素子Tに接続されたデータ線D1～Dmか
らデータ電圧が、ターンオンしたスイッチング素子Tを介してその画素の画素電極190に対
して印加される。そのデータ電圧と共通電圧Vcomとの間の差が、液晶キャパシタClcの両
端電圧、すなわち、画素電圧として現れる。画素電極190と共通電極270との間の液晶層3
では、液晶分子の配向方向が画素電圧に応じて変化する。それに伴い、液晶層3を通過す
る光の偏光方向が変化する。この偏光方向の変化が、表示パネル100、200に設置された偏
光子（図示せず）によって、各画素の透過率の変化として現れる。
【００３８】
　好ましくは、水平周期の2／3倍に等しい周期で、データ駆動部500とゲート駆動部400L
、400Rとが上記の動作を繰り返す。それにより、1フレーム中に全てのゲート線に対して
順番にゲートオン電圧を印加し、全ての画素に対してデータ電圧を印加する。更に、次の
フレームでは、データ駆動部500に対する反転信号の状態が制御され、各画素に対して印
加されるデータ電圧の極性が直前のフレームでの極性から反転する（フレーム反転駆動）
。更に、同じフレーム内でも、データ電圧の極性が、画素列ごとに、画素行ごとに、また
は画素ごとに反転する（列反転駆動、ライン反転駆動、ドット反転駆動）。
【００３９】
　以下、第１の実施形態による列反転駆動について、図6、7を参照しながら説明する。
　図6に示されているように、第１のデータ線と第２のデータ線との間ではデータ電圧の
極性が反対である。従って、それら一対のデータ線の間に挟まれた画素群R、G、Bでは、
外側の画素（第１の画素R、第３の画素B）に対するデータ電圧の極性が反対である。一方
、列方向では、第１の画素Rに対するデータ電圧の極性が等しく、第３の画素Bに対するデ
ータ電圧の極性が等しい。こうして、列反転駆動が実現する。更に、第１のゲート線G1と
第３のゲート線G3とに挟まれた２つの画素群では、中央の画素（第２の画素）Gに対する
データ電圧の極性が反対である。すなわち、第２の画素から成る画素列では、データ電圧
の極性が画素ごとに反転する。
【００４０】
　図7に示されているように、第１ないし第３のゲート線G1、G2、G3のそれぞれに対して
はゲートオン電圧が、連続する２つの水平期間（1H）中に、水平周期の2／3倍に等しい時
間（2／3H）ずつ順番に印加される。図7では、第１のゲート線G1、第２のゲート線G2、及
び第３のゲート線G3の順にゲートオン電圧が印加される。尚、ゲートオン電圧がそれら３
本のゲート線G1、G2、G3に対し、異なる順番で印加されても良い。更に、ゲートオン電圧
の印加されるゲート線が切り換えられるごとに、データ電圧が切り換えられる。
【００４１】
　最初の2／3H中に第１のゲート線G1に対してゲートオン電圧が印加されると、第１のゲ
ート線G1に接続された第１の画素R及び第３の画素Bにデータ電圧が供給される（図6参照
）。２番目の2／3H中に第２のゲート線G2にゲートオン電圧が印加されると、第２のゲー
ト線G2に接続された第２の画素G及び第５の画素Gにデータ電圧が供給される。３番目の2
／3H中に第３のゲート線G3に対してゲートオン電圧が印加されると、第３のゲート線G3に
接続された第４の画素R及び第６の画素Bにデータ電圧が供給される。このように、隣接す
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る２つの画素行の一方に対してのみゲートオン電圧が印加される期間と、他方に対しての
みゲートオン電圧が印加される期間との間に、各画素行に含まれる画素に対してゲートオ
ン電圧が同時に印加される期間が設けられている。それにより、隣接する２つの画素行で
は一部の画素でキックバックが同時に生じる。その結果、列反転駆動では行方向に延びる
縞状のムラが低減する。
【００４２】
　図7では、第１ないし第３のゲート線に対するゲートオン電圧の印加期間が互いにずれ
ている。それにより、画素間での画素電圧の差が抑えられるので、漏れ電流等に起因する
消費電力が削減される。
　その他に、図7とは異なり、第１ないし第３のゲート線に対するゲートオン電圧の印加
期間を互いに重ねても良い（図示せず）。好ましくは、その重複期間の長さが1／3H～1H
である。それにより、その重複期間中に各画素の液晶キャパシタ（及び維持キャパシタ）
を予備充電できる。従って、ゲートオン電圧の印加期間中に画素電圧を目標のレベルまで
確実に到達させることができる。その結果、キックバックの影響が弱められるので、列反
転駆動では行方向に延びる縞状のムラが発生しない。
【００４３】
　以下、図8、9、10を参照しながら、本発明の第２の実施形態による液晶表示装置を説明
する。尚、第１の実施形態と同様な部分については、上述の説明を援用する。
　図8に示されているように、第２の実施形態による液晶表示装置では、第１の実施形態
による液晶表示装置とは異なり、ゲート駆動部400が液晶表示パネルアセンブリ300の片側
だけに設けられている。従って、全てのゲート線G1～Gnが同じゲート駆動部400に接続さ
れている。
【００４４】
　第２の実施形態では更に、第１の実施形態とは、一つのブロックを構成する６つの画素
と一組のゲート線G1～G3との間の接続、及び、それら６つの画素と一対のデータ線D1、D2
との間の接続がいずれも異なる。
　図9では、第１のゲート線G1、G4は、直下の画素群の真ん中に位置する第２の画素G2と
、右端に位置する第３の画素B3とに接続されている。第２のゲート線G2、G5は、直上の画
素群の左端に位置する第１の画素R1と、直下の画素群の右端に位置する第６の画素B6とに
接続されている。第３のゲート線G3、G6は、直下の画素群の左端に位置する第４の画素R4
と、真ん中に位置する第５の画素G5とに接続されている。
　一方、第１のデータ線D1は、第２の画素G2、第４の画素R4、及び第６の画素G6に接続さ
れている。第２のデータ線D2は、第１の画素R1、第３の画素B3、及び第５の画素G5に接続
されている。
【００４５】
　その他に、例えば、第１の画素R1が第１のゲート線G1と第１のデータ線D1とに接続され
、第２の画素G2が第１のゲート線G1と第２のデータ線D2とに接続され、第３の画素B3が第
２のゲート線G2と第１のデータ線D1とに接続されていても良い。更に、第４の画素R4が第
３のゲート線G3と第２のデータ線D2とに接続され、第５の画素G5が第２のゲート線G2と第
１のデータ線D1とに接続され、第６の画素B6が第２のゲート線G2と第２のデータ線D2とに
接続されていても良い。
【００４６】
　第２の実施形態による液晶表示装置は、ドット反転駆動、列反転駆動、ライン反転駆動
及びフレーム反転駆動を実現可能である。以下、ライン反転駆動について図10を参照しな
がら説明する。
　第２の実施形態によるライン反転駆動では、列方向だけでなく行方向でも画素ごとにデ
ータ電圧が反転し、実質的にはドット反転駆動と等価である。例えば図9に示されている
ように、画素とデータ線との間、及び画素とゲート線との間が接続されている場合は下記
の通りである。第１のゲート線G1に対してゲートオン電圧が印加されると、第１のゲート
線G1に接続された第２の画素G2に対しては第１のデータ線D1から正（＋）のデータ電圧が
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れる。続いて、第２のゲート線G2に対してゲートオン電圧が印加されると、第２のゲート
線G2に接続された第１の画素R1に対しては第２のデータ線D2から負（－）のデータ電圧が
印加され、第６の画素B6に対しては第１のデータ線D1から正（＋）のデータ電圧が印加さ
れる。更に、第３のゲート線G3に対してゲートオン電圧が印加されると、第３のゲート線
G3に接続された第４の画素R4に対しては第１のデータ線D1から正（＋）のデータ電圧が印
加され、第５の画素G5に対しては第２のデータ線D2から負（－）のデータ電圧が印加され
る。
【００４７】
　このように、データ電圧の極性が列方向と行方向との両方で画素ごとに反転する。更に
、６つの画素R1、G2、B3、R4、G5、B6で構成される一つのブロックに対しては、正負両極
性のデータ電圧が常に同時に印加される。それにより、各ブロック内では各画素で生じる
キックバックの影響が相殺されるので、画素電圧の差に起因する画素間での輝度ムラが抑
えられる。
【００４８】
　以上、本発明の好ましい実施形態による液晶表示装置について説明した。しかし、これ
らは単なる例示に過ぎず、本発明の技術的範囲はそれらには限定されない。実際、当業者
であれば、特許請求の範囲において請求されている本発明の要旨を逸脱することなく、種
々の変更が可能であろう。従って、それらの変更も当然に、本発明の技術的範囲に属する
と解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置のブロック図
【図２】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれる一つの画素の構成を示す
模式図
【図３】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれる画素マトリックスを模式
的に示す平面図
【図４】本発明の第１の実施形態による薄膜トランジスタ表示パネルに含まれる１ブロッ
クの平面図
【図５】図4に示されている直線A－Aに沿った断面図
【図６】図3に示されている画素マトリックスについて、ライン反転駆動時でのデータ電
圧の極性の分布を示す平面図
【図７】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置で使用されるゲートオン電圧の波形
図
【図８】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置のブロック図
【図９】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置に含まれる画素マトリックスを模式
的に示す平面図
【図１０】図9に示されている画素マトリックスについて、ライン反転駆動時でのデータ
電圧の極性の分布を示す平面図
【符号の説明】
【００５０】
　100：下部表示パネル（薄膜トランジスタ表示パネル）
　200：上部表示パネル
　300：液晶表示パネルアセンブリ
　400：ゲート駆動部
　500：データ駆動部
　600：信号制御部
　800：階調電圧生成部
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